HT-180をVista PCで使用する方法

1． Vista用のWinDriverをダウンロードする必要があるので、http://www2.jungo.com/php/scripts/download_new.php?product=WinDriver&tag=/st/index.htmlで下記の情報を入力する。

Type of driver:  Other, Test instrument

I/O bus:  USB

Device chipset vendor:  Atmel

Primary operating system:  Windows Vista

Host CPU:  x86

Development environment:  

Your project Timeframe:  Not Sure

First & Last Nameなど

2． 情報を入力した後で、Start Download!をクリックする。
3． 使用しているPCに基づいて、WinDriver for Windows x32かx64をクリックする。
4． ファイルのダウンロードが完了したら、インストールする。
5． 「Choose Components」のセクションで、「WinDriver Core」のみ選択し、インストールする。
6． 途中でJungo Jungoをインストールするかどうか聞かれたら、インストールする。
7． インストールが終わったら、WinDriver DriverWizardを使用する。

8． DriverWizardの登録のボックスが出たら、Evaluateをクリックする。

9． New host driver projectをクリックする。
10． HT-180をVista PCに接続する。画面上のリストに新しいUSBデバイスが出るはず。
11． このUSBデバイスをクリックすれば、画面の下に「HT-180」と表示される。
12． Generate .INF fileをクリックする。
13． Manufacturer nameにQuantum Dataを入力する。
14． Device nameにHT-180を入力する。
15． Nextをクリックする。
16． 何でもいいので、.infファイル名を入力する。Ht180vistaなど。
17． ダイアログボックスが出たら、Install this driver software anywayを選択する。
18． 全てのウィンドウを閉じる。
19． http://www.quantumdata.com/downloads/index.aspからHT-180 GUI 1.12をダウンロードする。

20． HT180Gui.jarを立ち上げて、HT-180 Quick Start Guide rev C（http://www.quantumdata.com/downloads/index.aspからHT-180 GUI 1.12）を従って、HT-180を使用する。

